
◎　施策の基本情報

◎　前年度の評価の振り返り

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

（前年度評価時の今後の方向性）
・全国大会等に出場する選手に対する補助金交付による支援のほか、指導者養成や実技講習会などの内容の充実と支援を継続して行う。

（反映状況）
・全国大会等に出場する選手に対する補助金交付による支援のほか、市体育協会が行う指導者講習会や実技講習会、スポーツ少年団本部
が実施する指導者講習会への補助を行い支援した。

Ａ

■成果指標「全国大会出場件数」・・・【達成度a】
　各競技会において全国大会まで続く大会が増えていることも大きな要因として考えられる。
　また、若いアスリートの活躍が報道され注目を浴びていることが、各競技の児童・生徒等の刺激になっていると思われる。

達成度 達成状況に関する背景・要因

実績値

目標値

120 121

実績値 135 117 128 108 124

全国大会出場件数

競技レベルが向上し、各
種大会における活躍を
示す指標

市スポーツ振興課が把握
する数値
　市内小中高校生や市民
が全国大会へ出場する件
数
(1)全国大会等出場補助金
の交付実績
(2)中学校、高体連、各競
技協会などからの聞き取り

件

目標値 124 125 126 119

(1)競技レベルの向上
○スポーツ大会の開催
　・イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会、イーハトーブレディース駅伝、岩手県高校駅伝、ふれあいソフトボール大会等の開催に対する支援
○全国大会等の派遣に対する支援
　・全国等のスポーツ競技大会に出場するチーム、選手に対する支援
○指導者養成や選手強化への支援
　・専門的知識を習得する指導者養成講習会及び実技講習会、競技力向上のための市民スポーツ大会開催に対する支援

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測
ることにしたのか）

成果指標の測定企画
（どのように実績を把握す

るのか）
単位

数値
区分

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 評 価 ） 

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

政策№ 3-4 政策名 スポーツの振興
政策の

目指す姿
いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポー
ツに親しみ、元気に活動しています

施策
主管課

スポーツ振興課
施策主管
課長名

鈴森直明

施策№ 2 施策名
競技スポーツの推
進

施策の
目指す姿

競技レベルが向上し、各種大
会で活躍しています

関係課名

現状と課題

・県大会以上の出場件数は増加しているが、全国レベルの大会出場件数が減少しています。

1



４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

（課題）
・県大会を勝ち抜いて上位大会へ出場する者への助成制度はあるが、上位成績を収めた（上位を維持するため）選手の強化支援策が弱い。

（今後の方向性）
・引き続き、指導者の指導力向上を図っていくほか、選手の強化支援策については、花巻市体育協会とも意見交換しながら、効果的な方法
を検討していく。

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）
・なし

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・競技者のスキルアップのため、指導者の指導力向上を図る必要がある。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・上位成績を収めた（上位を維持するための）選手の強化支援策

６　施策の総合的な評価

キラキラ花巻銀河鉄道ナイター来場者数　20,602名　　宝くじドリームベースボール来場者数　2,432名
若獅子凱旋ふれあいイベント来場者　2,413名　　計25,447名

2-2

はなまきベースボールフェスタ開催事業 間接・
少数

間接・
補完 A

C

宝くじドリームベースボール講習会参加者（指導者75名、小中学生456名）
若獅子ふれあいイベント野球教室（小中学生356名）　計887名

2-1

はなまきベースボールフェスタ開催事業
一致 直結

A

A

全国大会等に出場する選手に対し「スポーツ競技大会出場補助金」の交付による支援
（補助件数、補助金額：155件、14,157千円）

1-2

競技スポーツ支援事業
一致 直結

B

A

スポーツ大会や指導者講習会、実技講習会等の開催に対する支援
（イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会参加者数：3,441人）

1-1

競技スポーツ支援事業
一致 直結

B

A

番
号

事務事業名 担当課 施策への貢献度

事業内容（活動実績）
対象 意図

成果
直結度

2


